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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、「フォーカシング的態度に関する研究  − その尺度研究と臨床応用につ
いて— 」と題されたもので、「フォーカシング的態度」と言われるものについて、青木
氏が修士課程のころから現在まで 10 年間に渡って取り組んできた研究成果をまとめ
たものである。「フォーカシング的態度」を測定する質問紙を用いた調査研究に加えて、
本論では「フォーカシング的態度」を心理臨床学的な支援に基盤付けるための展望が
示唆される複数事例が報告されている。このように、本論は調査研究と事例研究の両
方法論を用いたもので、心理臨床学領域を特色が見て取れるものである。各章の要旨
を以下に報告する。 
 
〈第１章〉 
本論で使用される基礎的な諸概念及びそれらの研究史を概観した章である。最初に、
「フォーカシング的態度」(focusing attitude/attitudes)という表現はどの研究者がど
のような文脈で用い、その語で何を意味しているのかを主に日米の研究者・実践家の
文献に見られる記述から検討した。その結果、「フォーカシング的態度」と称している
ものには、統一された厳密な定義は存在しないことが確認された。しかし、概ね、そ
れは人が自身の、あるいは他者のフェルトセンスのあるがままの感覚に気づく、即ち
認知的な枠組みをお仕着せない関わり方を指し示していた。そして、フェルトセンス
と関わる際のこのような「態度」が体験過程を過程として推進していくことがフォー
カシング実践家・研究者の共通認識であった。「フォーカシング的態度」がそれとして
研究されるようになったのは、福盛・森川（2003）がフォーカシング的態度に注目し
て、体験過程尊重尺度（Focusing Manner Scale: 以下 FMS）を開発して以来のこと
である。FMS の開発以降、フォーカシング的態度を測定する質問紙が新たに開発され、
改良されてきた。本論では、現在用いられている、FMS のいくつかのバーションの特
徴について検討した。また、妥当性の検討のために、先行研究となるこれらの尺度が
どのような尺度と関連していたかなどを検討した。 
 
〈第 2 章〉 
第 2 章では、日米のフォーカシングに関する数量的研究の動向について考察した。
日本では FMS が開発されたこともあり、大学生（健常者）を対象とした研究が盛んに
行われている。他方、アメリカ合衆国におけるフォーカシングに関する数量的研究は、
臨床群を対象としたものがほとんどであり、対象者数が少ない傾向があった。数量的
研究に関しては、日本の大学生をサンプル・ポピュレーションとした研究の動向やフ
ォーカシング研究が大学で行われる土壌が数量的研究を発展させやすくしていること
が示唆された。その反面、近年盛んに行われているフォーカシング的態度に関する数
量的研究は、日本で行われ、日本語で発表されており、海外では紹介されていないた
めに、国際的な展開が進んでいないといった問題がある。それを克服するために、ま
ずは FMS やそれを用いた研究の現状、及び今後の FMS 研究の有用性が海外の学会で
発表される必要があるが、この章の内容の一部は  21st International Focusing 
Conference (淡路島・日本 ) で、別の一部は 9th International Conference for 
Person-Centered and Experiential Psychotherapy and Counseling (Rome, Italy)で
発表している。 
 
〈第３章〉 
FMS を用いたフォーカシング的態度の研究の国際的な発展をさらに促進するため
に、著者らは FMS 青木・英語版 (FMS-A.E)を作成するための基盤となる、FMS-A (青
木版 FMS)を先に作成することとした。英語版の開発に当たって日英米の 7 名の研究
者の合議により、3 つの点が修正された。1 つ目は、Uenishi & Nakata（2009）を参
考に、質問項目に対する理解を促すために教示文を追加したことである。2 つ目は、3
つの項目について質問の表現をより平易なものとするために逆転項目へと変更したこ
とである。最後に、フォーカシング的態度についての最新の知見を基にした 2 つの質
問項目を追加したことである。これらの変更が加えられたことにより、福盛・森川
(2003)の原版の FMS とは異なるものとなったため、FMS-A と命名し、日英両版を作
成し、妥当性と信頼性を明らかにした。原版 FMS と概ね一致する因子構造や、原版と
同様の精神的健康尺度との関連も明らかにされた。 
 
〈第４章〉  
第 4 章では、英語版 FMS-A-E を発表し、また、FMS-A を用いた新たな研究を報
告 し た 。 英 語 版 の FMS-A.E は 国 際 学 会 の ジ ャ ー ナ ル (Person-Centered and 
Experiential Psychotherapies, Francis & Taylor)に投稿し掲載された。英語圏ではこ
れまで FMS のような尺度やそのような尺度を用いた研究は存在しなかったために、反
響があった。その号の Guest Editor であった Seattle University の Kevin Krycka
教授は  FMS-A-E を次のように評している。“Aoki presents for the first time in 
English an innovative new research program that explores the “manner” in which 
one accesses embodied experiencing. I think the reader will see this as I do, as an 
important addition to researching embodiment. My personal hope is that Aoki’s 
protocol will be used now outside Japan.”このように、このような研究がこれからは
日本以外でもできるようになったことが高く評価されている。さらに、本章では、未
だ明らかになっていなかったフォーカシング経験とフォーカシング的態度の関連を検
討した。フォーカシング経験のない大学生の保護者の方々とフォーカシング経験の長
いフォーカシング指導者の方々の FMS-A の得点を比較した結果、フォーカシング指導
者の方が有意に FMS-A 得点が高かった。これまで質問紙で測定されているフォーカシ
ング的態度がそもそもフォーカシングという実践と関連するかどうかは不明であった
が、この結果より、FMS-A で測定されるフォーカシング的態度はフォーカシングと関
連のあることが明らかとなり、これはまた改めて FMS-A の妥当性を示唆する結果とな
った。 
 
〈第５章〉 
第 5 章ではこれまで調査研究で捉えてきたフォーカシング的態度を心理臨床事例
研究の視点で捉えている。特に自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum Disorder: 
以下 ASD）の大学生への支援にフォーカシング的態度がどのように関わっているのか
が検討されている。フォーカシング指向心理療法（Focusing-Oriented Psychotherapy; 
FOT）の観点から捉える ASD の学生の特徴として、フォーカシング的態度の乏しさや、
意識の反省的様式の起こりにくさ、意味の広がりのなさ、暗在的側面の理解のしにく
さが挙げられ、構造拘束  (structure-bound experiencing)に陥りやすく、体験過程の
推進が起こりにくいことが考えられた。このような ASD のクライエントに対して、セ
ラピストがクライエントの話を聴いて追体験し、クライエントの体験の暗在的側面を
理解し、言い表すことやクライエントが圧倒されている感じから適切な距離を置ける
ように工夫するといった試みは、ASD クライエントには乏しいフォーカシング的態度
を補強することになり、クライエントの生が推進することが複数の事例において示さ
れた。このように、ASD クライエントの支援において、「フォーカシング的態度を補
強するかかわり」が有効である可能性が示唆され、今後の臨床実践における成果が期
待される。  
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文の審査においていくつかの点が検討されてきた。それらを以下の３つの観点に絞
って報告する。 
 
(1) 「フォーカシング的態度」と臨床実践 
「フォーカシング的態度」に関して書かれた文献のほとんどでは、フォーカシング的態
度を FMS 得点として操作的に定義しているが、本論の特徴の 1 つは、このような調査研
究の文脈に加えて、フォーカシング的態度に関する臨床的な記述に遡って、それを捉えて
いるところである。すなわち、フォーカシング的態度は調査研究における構成概念より以
前には、心理療法の臨床記述に見られていた。そして、後に「フォーカシング的態度」と
呼ばれるようになった概念が意味している現象の一部を遡れば、それはフォーカシングと
いう心理療法よりも古く、カール・ロジャーズのクライエント中心療法の記述にも見られ
ることが本論において示されている。従って、第 1 章よりも第 4 章に明確に論じられてい
るように、フォーカシング的態度の研究はフォーカシングの研究や実践よりも広く、パー
ソンセンタード・アプローチ全体に及ぶものである。このような捉え方に著者のオリジナ
リティが見受けられる。 
このオリジナルな視点は終章である第 5 章でさらに発展している。即ち、本論は第１
章にある臨床的な記述に始まり、終章である第５章で臨床的な実践に再帰し、フォーカシ
ング的態度の臨床的側面の今後の研究への展望をも示す展開となっている。 
臨床におけるフォーカシング的態度に基づく支援のあり方を本論は第５章で ASD と思
われる複数事例を用いて示している。従来、S. フロイト以来、心理療法は主に神経症圏の
治療に有効であるとされてきたが、著者は神経症圏ではなく発達障害の領域にフォーカシ
ング的態度に基づく支援を着想し、実践している。その結果、これまでに多くの文献があ
る神経症圏へのフォーカシング指向心理療法あるいは体験過程療法とはまったく異なった
新しい応用が提示されている点が著者のオリジナリティの一側面である。この観点に基づ
く臨床的な取り組みについてさらに事例を積み上げ、研究を進めていく著者の今後の方向
性がここに明らかになっていると思われる。 
 
(2) FMS とフォーカシング経験 
FMS を用いて行われたこれまでの多くの研究の中で、本論がとくに注目される点は第
４章に報告されている FMS-A を用いた研究である。著者は第 3 章で FMS-A の試作過程
を報告し、作成された FMS-A を用いた研究を第 4 章で報告している。それは、大学生の
保護者とフォーカシング指導者の FMS 得点を比較した研究である。両群には男女とも年
齢の差はなかった。保護者にはフォーカシング経験者はいなかった。一方、フォーカシン
グ指導者は長年のフォーカシング経験があった。２群は FMS の合計点、及び３つの下位
尺度のすべてにおいて有意な差が認められ、すべてにおいてフォーカシング指導者の方が
得点が高かった。 
この研究が注目されるのは、次の理由による。これまでフォーカシング的態度の質問
紙である FMS は、フォーカシングという心理療法実践と関連があるのかどうか結論が出
ていなかった。フォーカシング特有の体験の過程が生じているかどうかを測定するために
は質問紙法は不向きであり、頻繁に EXP Scale という第三者評定尺度（パーフォーマン
ス・スケール）が用いられる。EXP Scale の異なったヴァージョンを用いて、FMS と EXP
の関連を調べた２つの先行研究では一致した結果を得られておらず、はっきりとした結論
は得られていなかった。もちろん、質問紙と第三者評定尺度を相関させること自体の難し
さがあるのかもしれないが、結論は保留されたままになっていた。このことは、FMS の弱
点のひとつと考えられていた。第４章に報告されている研究はフォーカシング経験者と非
経験者の２群を同じ FMS という尺度で測定することによって、有意な差を見出し、FMS
の妥当性を支持する一助になったと思われる。その意味では第４章に報告されている研究
は今後の FMS 研究の中で貴重な基礎研究となるものと思われる。 
 
(3) 国際的な展開に向けて 
本論の特色のひとつは、第１章からすでに明らかである。「…研究結果は多く蓄積され
ているが、全て日本語でなされている…研究結果は日本だけではなく、世界で共有するこ
とが望ましいと考える…」(p.23)。この文に明確に示されている通り、著者は本論の最初
から国際的な射程で執筆している。筆者はこれまで FMS に関する研究成果を３つの国際
会議（淡路島; Rome, Italy; Asilomar, California）で発表している。このような国際的な
活動が本論の特色の１つであると言えよう。 
そのような国際的アウトリーチの一翼として、本論には FMS の英語版（FMS-A-E）の
作成（第 4 章）がある。この英語版作成のインパクトは大きく、その論文が掲載された後、
カナダ・モントリオール大学の研究者が FMS-A-E のフランス語版（French-Canadian）
作成に着手している。そして、それを巡って本論の著者をはじめ審査者を含む FMS 研究
者たちが意見交換を行っている。また、FMS-A-E の作成とは直接の関係はないかもしれ
ないが、FMS の中国語版も試作されており、この春、試作版が公表される予定となってい
る。フォーカシング的態度の研究をこのように急速に国際的に広めっていくことができた
のは、著者の国際的な射程によるところが多いだろう。 
しかし、具体的にフォーカシング的態度あるいは FMS の研究をどのようにして国際的
に広めていくかについては、試問の中でも意見聴取が行われた。それは、著者もシンポジ
ストの一人であった 2015 年の日本心理臨床学会（神戸市）での論議にそったものである。
FMS には、FMS-A を含めて、複数のヴァージョンが日本ですでに存在している。その中
で現在、青木版 FMS (FMS-A)のみが英語に訳され、今後フランス語、中国語に訳されよ
うとしているが、日本の研究者として「統一版 FMS」あるいは「コア FMS」のような尺
度の作成とそこからの派生する複数ヴァージョンの FMS といった展開の可能性について
の方向性が示された。 
このように、(1)で示したフォーカシング的態度の臨床的応用に向けての今後の方向性
と同様に、(3)では FMS を用いたフォーカシング的態度の研究の今後の方向性が示唆され
た。 
 
上記(1)(2)(3)で示した 3 つの観点から、本論の学術的意義を確認した。よって、本論文
は博士論文として価値あるものと認める。 
